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街
の
駅
「
ま
さ
ざ
ね
館
」
裏

の
蔵
に
特
設
さ
れ
た
ス
テ
ー
ジ

で
、
７
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た

デ
ビ
ッ
ド
・
マ
シ
ュ
ー
ズ
ジ
ャ

ズ
ラ
イ
ブ
。「
世
界
の
デ
ビ
ッ
ド・

マ
シ
ュ
ー
ズ
を
九
戸
江
刺
家
神

楽
が
迎
え
撃
つ
」
と
銘
打
っ
た

初
の
試
み
は
、
幅
広
い
年
齢
層

の
注
目
を
集
め
、
県
内
外
か
ら

３
０
０
人
以
上
も
の
集
客
力
を

誇
っ
た
。

　
今
年
２
月
か
ら
計
画
を
練
り
、

村
商
工
会
青
年
部
が
中
心
と
な

り
、
５
月
に
デ
ビ
ッ
ト
・
マ

シ
ュ
ー
ズ
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
実
行

員
会
が
結
成
さ
れ
た
。
下
斗
米

光
昭
さ
ん
（
64
＝
南
田
）
が
実

行
委
員
長
を
務
め
、
約
２
カ
月

も
前
か
ら
会
場
と
な
る
ま
さ
ざ

ね
館
裏
に
あ
る
、
尾
友
元
一
さ

ん
が
所
有
す
る
蔵
を
改
装
し
準

備
を
進
め
て
き
た
。
約
１
２
０

年
前
に
は
米
蔵
や
酒
蔵
と
し
て

利
用
さ
れ
、
ま
た
映
画
館
と
し

て
も
人
気
を
集
め
た
、
趣
の
あ

る
蔵
に
手
作
り
の
照
明
を
付
け

た
り
、
杉
の
木
を
切
り
出
し
て

丸
太
椅
子
を
客
席
と
し
て
活
用

し
た
り
と
、
工
夫
を
凝
ら
し
た

内
装
を
施
し
て
き
た
。

　

九
戸
村
を
愛
す
る
有
志
た
ち

や
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
結
集
さ

れ
、
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
ジ
ャ

ズ
ラ
イ
ブ
は
、
口
コ
ミ
や
若
い

世
代
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ツ
ー
ル
の
発
信

力
の
お
陰
で
、
当
日
は
ラ
イ
ブ

開
催
前
か
ら
も
前
座
な
ど
が
人

気
を
集
め
た
。

　

グ
ラ
ミ
ー
賞
の
受
賞
歴
も
あ

り
、
世
界
的
な
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ

ス
ト「
デ
ビ
ッ
ド・マ
シ
ュ
ー
ズ
」

の
ラ
イ
ブ
が
い
よ
い
よ
開
演
。

　

蔵
の
情
感
を
よ
り
引
き
立
た

せ
る
よ
う
に
、
趣
向
を
凝
ら
し

た
設
営
が
施
さ
れ
た
ラ
イ
ブ
会

場
に
、
デ
ビ
ッ
ト
・
マ
シ
ュ
ー

ズ
が
登
場
。
マ
シ
ュ
ー
ズ
を
歓

迎
す
る
聴
衆
の
拍
手
が
大
き
く

沸
き
起
こ
っ
た
。

　

マ
シ
ュ
ー
ズ
の
指
先
が
奏
で

る
滑
ら
か
な
旋
律
が
、
蔵
の
空

気
を
一
変
さ
せ
た
。
瀬
月
内
川

の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
い
て
い
る
か

の
よ
う
に
、
安
ら
ぎ
を
与
え
て

く
れ
る
優
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
が

観
衆
の
心
に
染
み
入
る
。

　

時
に
奮
い
立
つ
マ
シ
ュ
ー
ズ

の
呼
吸
に
連
動
し
、
活
気
づ
く

ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
、ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
と
ド
ラ
ム
が
共
鳴
し
、
躍
動

す
る
演
奏
が
観
衆
の
心
を
凌
駕

し
て
い
た
。

　

ま
た
、
マ
シ
ュ
ー
ズ
の
来
村

を
聞
き
つ
け
、
歓
迎
に
来
た
女

性
２
人
が
歌
で
華
を
添
え
る
。

荒
々
し
く
奮
い
立
つ
男
た
ち
の

伴
奏
と
、
透
き
通
っ
た
女
性
の

声
が
共
鳴
し
観
衆
の
心
を
つ
か

み
、
感
動
を
呼
び
、
観
衆
か
ら

歓
声
が
飛
び
交
う
。

　

ひ
と
時
の
休
息
を
挟
み
、
こ

の
地
に
継
承
さ
れ
て
き
た
伊
保

内
高
等
学
校
郷
土
芸
能
委
員
会

の
21
人
が
登
場
。
県
内
で
評
価

が
高
く
、
全
国
で
も
上
位
３
校

と
評
価
さ
れ
た
、
同
委
員
会
の

江
刺
家
神
楽
が
、
笛
と
太
鼓
の

音
色
に
合
わ
せ
、
心
と
魂
を
奮

い
立
て
全
身
で
華
々
し
く
表
現

し
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
引
き
継
が
れ
て
き

歓声飛び交う

ピアノに乗せて豊かな感性を表現するデビッド・マシューズさん

デ
ビ
ッ
ド
・
マ
シ
ュ
ー
ズ

　
　
　
　
　
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ

江
刺
家
神
楽
と
も
融
合
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た
伝
統
の
舞
と
、
世
界
を
魅
了

し
て
き
た
、
マ
シ
ュ
ー
ズ
の
ピ

ア
ノ
が
夢
の
共
演
を
果
た
す
。

郷
土
愛
の
精
神
が
継
承
さ
れ
て

き
た
伝
統
の
神
楽
と
、
世
界
の

舞
台
で
活
躍
し
愛
さ
れ
て
き
た

ピ
ア
ノ
の
リ
ズ
ム
が
、
一
瞬
で

滑
ら
か
に
共
鳴
し
た
。

　

若
々
し
く
奮
い
立
ち
、
汗
と

と
も
に
飛
び
跳
ね
る
生
徒
と
、

感
性
豊
か
に
弾
か
れ
る
け
ん
盤

が
創
造
性
を
さ
ら
に
高
め
、
観

衆
の
心
を
つ
か
み
感
動
の
渦
を

巻
い
た
。

　

蔵
の
外
で
は
チ
ケ
ッ
ト
を
買

い
逃
し
た
来
場
者
た
ち
が
、
蔵

内
で
演
出
さ
れ
た
ラ
イ
ブ
を
巨

大
ス
ク
リ
ー
ン
で
観
覧
。生
ビ
ー

九戸愛が結集

マシューズさんの奏でる世界と融合する、伊保内高等学校郷土芸能委員会の江刺家神楽

ル
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
か

き
氷
な
ど
を
味
わ
い
な
が
ら
、

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
、
華
や
か

な
コ
ン
サ
ー
ト
の
世
界
に

浸
っ
て
い
た
。

　　

ラ
イ
ブ
後
の
マ
シ
ュ
ー
ズ

の
サ
イ
ン
会
に
は
、マ
シ
ュ
ー

ズ
の
フ
ァ
ン
が
押
し
寄
せ
、

握
手
を
し
た
り
、
記
念
撮
影

を
し
た
り
と
、
感
謝
の
心
が

伝
え
ら
れ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
ま
さ
ざ
ね
館
南

側
の
駐
車
場
に
組
ま
れ
た
や

マシューズさん（左）のサイン入りＣＤを手に喜ぶ来場者

ぐ
ら
で
は
、
来
場
者
が
輪
を
つ

く
り
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
を
勢
い
よ

く
演
舞
。
生
歌
と
太
鼓
が
刻
む

バ
チ
の
音
色
に
合
わ
せ
て
、
は

じ
け
る
笑
顔
で
踊
っ
て
い
た
。

子
ど
も
か
ら
年
配
の
人
ま
で
舞

い
踊
り
、
興
奮
し
跳
ね
る
心
が

全
身
で
表
現
さ
れ
、
真
夏
の
夜

の
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
酔
い
し
れ

て
い
た
。

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
見
て
来

た
と
い
う
大
澤
茗そ
の

美み

さ
ん
（
33

＝
八
戸
市
）
は
、「
う
わ
さ
を
聞

い
て
駆
け
付
け
て
良
か
っ
た
。

熱
い
魂
が
結
集
し
、
九
戸
村
で

こ
れ
ほ
ど
の
に
ぎ
わ
い
を
見
る

こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
」
と

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
た
。

広報くのへ◦2017（Ｈ29）９月
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九
戸
ま
つ
り

躍
動
演
舞
が

　
に
ぎ
わ
い
創
造

伊保内上町山車伊保内　下町山車

伊保内小学校の４～６年生による剣舞

　

８
月
17
日
～
19
日
に
か
け
て

伊
保
内
地
区
で
開
催
さ
れ
た
九

戸
ま
つ
り
。
期
間
中
の
最
高
気

温
は
20
度
～
21
度
と
な
り
過
ご

し
や
す
い
中
、
帰
省
客
や
行
楽

客
が
多
く
詰
め
掛
け
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

17
日
と
19
日
は
、
熊
野
神

社
か
ら
八
幡
宮
ま
で
の
国
道

３
４
０
号
線
を
、
二
ツ
家
の
虎

舞
や
小
倉
の
七
ツ
物
舞
な
ど
が

郷
土
芸
能
を
華
や
か
に
踊
り
な

が
ら
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

集
団
の
最
後
を
飾
る
の
は
伊

保
内
３
地
区
に
よ
る
風
流
山
車
。

豪
華
絢け

ん

爛ら
ん

に
彩
ら
れ
た
山
車
を

は
ん
て
ん
を
羽
織
っ
た
園
児
た

ち
も
加
わ
り
、
威
勢
の
い
い
掛

け
声
を
上
げ
て
引
い
て
い
ま
し

た
。

　

中
日
の
18
日
は
、
村
金
融
団

体
や
伊
保
内
高
等
学
校
な
ど
８

団
体
が
参
加
し
て
の
流
し
踊
り
。

園
児
か
ら
年
配
の
人
ま
で
、
あ

で
や
か
な
着
物
に
身
を
包
み
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
九
戸
音
頭
を
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心
に
染
み
入
る

　
　
祭
り
ば
や
し

南田山車 伊保内　下町山車

熱いライブステージを披露した Ware  House

元気に流し踊りを踊る伊保内保育園の園児たち

川向駒踊り連合によるおはやし5

優
雅
に
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
期
間
中
、
ふ
れ
あ

い
広
場
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
展
開
。
バ
ン
ド
ラ
イ
ブ

や
有
志
に
よ
る
カ
ラ
オ
ケ
、
漆

原
栄
美
子
さ
ん
の
民
謡
シ
ョ
ウ

な
ど
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

中
で
も
注
目
を
集
め
た
の
は
、

伊
保
内
高
等
学
校
郷
土
芸
能
委

員
会
に
よ
る
江
刺
家
神
楽
。
全

国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
で
上

位
３
校
に
選
ば
れ
た
、
同
委
員

会
に
よ
る
江
刺
家
神
楽
を
一
目

見
よ
う
と
、
多
く
の
見
物
客
が

詰
め
掛
け
て
い
ま
し
た
。
若
さ

あ
ふ
れ
勇
ま
し
く
躍
動
す
る
生

徒
の
踊
り
に
、
観
衆
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

村
商
工
会
や
伊
保
内
商
店
街

が
開
設
し
た
出
店
で
は
、
焼
き

鳥
や
イ
カ
焼
き
な
ど
を
多
数
販

売
。
香
ば
し
い
匂
い
に
も
誘
わ

れ
た
見
物
客
が
列
を
作
り
、
売

り
切
れ
に
な
る
店
が
多
数
出
る

ほ
ど
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
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News & Information

　
８
月
15
日
に
村
成
人
式
は
Ｈ
Ｏ

Ｚ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
成
人
と
な 

る
52
人
の
う
ち
34
人
が
出
席
し
、

新
た
な
る
門
出
を
祝
福
し
ま
し

た
。羽
織
り
は
か
ま
を
は
い
た
り
、 

あ
で
や
か
な
着
物
に
袖
を
通
し
た

新
成
人
た
ち
は
、
久
し
ぶ
り
に
会 

っ
た
友
人
た
ち
と
の
再
会
を
喜
ぶ

と
と
も
に
、
自
分
た
ち
の
力
で
輝

か
し
い
未
来
を
築
い
て
い
こ
う
と

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
五
枚
橋
久
夫
村
長
が

「
新
し
い
時
代
を
切
り
開
く
の
は

皆
さ
ま
の
よ
う
な
若
い
力
で
す
。

大
き
な
夢
と
希
望
を
抱
い
て
船
出

す
る
皆
さ
ま
の
道
に
、
豊
か
な
実

り
と
、
多
く
の
喜
び
が
導
か
れ
る

こ
と
を
祈
願
し
ま
す
」
と
祝
福
し

ま
し
た
。

　
ひ
め
ほ
た
る
こ
ど
も
園
の
園
児

２
人
も
駆
け
付
け
、
花
束
を
贈
呈

祝　

成
人
52
人

下平　匠
（瀬月内）

平糠　恭介
（泥の木）

高倉　麻香
（泥の木）

山本　美咲
（平内）

向川　雄将
（妻の神）

山本　佳奈
（妻の神）

下澤　真央
（戸田上）

岩部　日南子
（戸田上）

佐々木　優奈
（戸田下）

滝本　哲也
（戸田下）

真下　享
（山根）

阿部　望鈴
（鹿島）

白岩　和紀
（鹿島）

岩澤　陸
（伊保内上）

工藤　達也
（伊保内下）

細川　拓馬
（伊保内下）

屋形場　楓花
（川向）

新
成
人
が
み
ん
な
で

力
強
く
村
民
憲
章
を
斉
唱
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News & Information

園児から新成人へ花束が贈呈

目黒　拓真
（川向）

津川　梓
（川向）

関畑　芽依
（南田）

杉村　美玖
（南田）

大﨑　華琳
（長興寺上）

玉川　希
（長興寺下）

下川原　祐汰
（荒田）

荒田　千尋
（荒田）

銚子　竜矢
（荒田）

古舘　光樹
（雪屋）

森下　美咲
（江刺家上）

松本　皓輝
（江刺家下）

丸橋　和輝
（丸木橋）

池田　絹
（丸木橋）

野辺地　映紀
（山屋）

大崎　廉成
（雪屋）

平中　航大
（柿の木）

し
新
成
人
を
祝
福
。
い
と
お
し
い

笑
顔
で
新
成
人
２
人
に
花
束
を
手

渡
し
て
い
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
、
新
成
人
が
ス
テ
ー

ジ
に
上
が
り
、
二は

十た

歳ち

宣
言
を
発

表
。
現
在
の
近
況
や
、
今
後
の
抱

負
、
将
来
の
目
標
や
夢
を
力
強
く

宣
言
し
て
い
ま
し
た
。
式
に
出
席

し
た
新
成
人
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬

称
略
）

新たな門出を祝う新成人たち
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News & Information

　

７
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
、

農
業
委
員
会
総
会
に
お
い
て
、

新
た
に
同
委
員
の
会
長
や
会
長

職
務
代
理
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
た
に
決
ま
っ
た
農
業
委
員

と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
任
期
は
、
平
成
32
年
７
月
19

日
ま
で
の
３
年
間
と
な
り
ま
す
。

各
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称

略
。
農
業
委
員
会
の
会
長
と
会

長
職
務
代
理
者
以
外
は
議
席
番

号
順
。年
齢
は
７
月
20
日
現
在
。）

　

農
業
委
員
会
の
業
務
は
、
こ

れ
ま
で
の
農
地
法
な
ど
に
よ
る

権
限
に
属
さ
れ
た
事
項
の
ほ
か
、

①
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積
・
集
約
化

②
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解

消③
新
規
参
入
の
促
進

に
よ
る
農
地
な
ど
の
利
用
の
効

率
化
と
、
高
度
化
の
促
進
を
行

い
、
こ
れ
か
ら
の
村
の
農
地
な

ど
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
を

積
極
的
に
担
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
４
２
）

　
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
施
行
に
よ
っ
て
、
７
月
20
日
、
新
た
に
農
業
委
員
10

人
を
任
命
し
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
６
人
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

松澤　浩二
（川向・42歳）

大崎　善孝
（雪屋・62歳）

小井田重雄
（田代・61歳）

石川　弘志
（道地・61歳）

斉藤　誠一
（妻の神・51歳）

田澤　松雄
（山根・53歳）

≲
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
≳

農
業
委
員
を
新
た
に
任
命

七戸はるみ
（細屋・49歳）

山本　隆也
（宇堂口・49歳）

南　信男
（山屋・55歳）

関口富貴子
（戸田上・62歳）

山地　博
（山根・64歳）

千葉　一孝
（長興寺下・64歳）

平中　実博
（荒谷・61歳）

野辺地吉夫
（江刺家上・67歳）

城戸あき子
（川向・56歳）

髙倉　徳見
（川向・65歳）

≲
農
業
委
員
≳

■
会
長

■
会
長
職
務
代
理
者



9 広報くのへ◦2017（Ｈ29）９月

News & Information

　
村
で
は
、
河
川
清
流
化
対
策
と
し
て
、
生
活
雑
排
水
を
処
理
す

る
た
め
に
３
つ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
他
市
町
村
に

比
べ
て
水
洗
化
率
が
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
水
環
境
の
向
上
の

た
め
に
も
、
水
洗
化
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
公
共
下
水
道
事
業
】

　

伊
保
内
地
区
（
荒
谷
、
二
ツ

家
、鹿
島
、伊
保
内
上
下
、川
向
、

南
田
、
小
倉
）
と
長
興
寺
地
区

（
長
興
寺
上
下
）
が
対
象
に
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成
12
年
度
か
ら

一
部
供
用
を
開
始
し
、
平
成
26

年
度
で
整
備
事
業
が
完
了
し
て

い
ま
す
。

【
農
業
集
落
排
水
事
業
】

　

戸
田
地
区
（
戸
田
上
下
、
牛

の
馬
場
、
戸
田
舘
の
下
）
が
対

象
に
な
っ
て
お
り
、
平
成
14
年

度
か
ら
供
用
を
開
始
し
て
い
ま

す
。

　

公
共
下
水
道
区
域
や
農
業
集

落
排
水
区
域
内
で
公
共
ま
す
の

設
置
を
希
望
す
る
人
は
、
遅
く

と
も
３
カ
月
前
ま
で
に
は
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。
直
近
の
申

請
に
な
る
と
、
希
望
に
添
え
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
水
洗
化
工
事
の
助
成
制
度
】

　

村
で
は
、
水
洗
化
を
進
め
る

た
め
、
前
述
の
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
費
補
助
金
の
ほ
か
に
も
、

次
の
よ
う
な
制
度
を
設
け
て
、

水
洗
化
工
事
を
実
施
す
る
人
の

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◎
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
（
水

洗
化
工
事
も
含
む
）
を
村
内
の

事
業
者
に
よ
っ
て
行
う
場
合
に
、

対
象
事
業
費
の
10
％
、
10
万
円

を
限
度
と
し
て
九
戸
村
商
業
協

同
組
合
が
発
行
す
る
商
品
券
を

交
付
し
ま
す
。

◎
水
洗
便
所
設
置
費
補
助
金

生
活
保
護
世
帯
の
人
が
水
洗

化
工
事
を
実
施
す
る
場
合
に
、

22
万
５
千
円
を
限
度
と
し
て
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◎
融
資
あ
っ
せ
ん
利
子
補
給
費

補
助
金

公
共
下
水
道
ま
た
は
農
業
集
落

排
水
施
設
の
事
業
認
可
区
域
内

に
住
宅
を
有
す
る
人
に
対
し
、

水
洗
化
改
造
資
金
の
融
資
（
上

限
１
０
０
万
円
）
を
あ
っ
せ
ん

し
、
個
人
負
担
が
１
％
と
な
る

よ
う
そ
の
融
資
を
行
う
金
融
機

関
へ
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

（
供
用
開
始
後
３
年
以
内
の
工
事

が
対
象
）

　

ど
の
制
度
も
事
前
に
申
請
が

必
要
で
す
。
ト
イ
レ
な
ど
の
水

洗
化
や
住
宅
の
新
築
・
増
改
築

を
計
画
し
て
い
る
人
は
早
め
に

相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

農
林
建
設
課
水
環
境
班
（
☎
42

‐
２
１
１
１
内
線
２
７
２
）

建物延べ面積 人槽区分 補助限度額

130㎡以下 ５人槽 375,000円

130㎡超 ６～７人槽 494,000円

台所、浴室と
も２箇所以上

８～10
人槽 854,000円

＜合併処理浄化槽に対する補助額＞
【
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
】

　

下
水
道
や
農
集
排
区
域
外
の

人
の
た
め
の
事
業
で
す
。
合
併

処
理
浄
化
槽
は
、
各
家
庭
に
設

置
す
る
も
の
で
、
微
生
物
の
働

き
で
汚
水
を
処
理
し
、
河
川
な

ど
へ
放
流
す
る
施
設
で
す
。
村

で
は
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

す
る
人
に
対
し
て
補
助
を
し
て

い
ま
す
。
補
助
要
件
な
ど
は
下

記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

河
川
清
流
化
に
向
け

　
　
　
水
洗
化
に
協
力
を

【
注
意
事
項
】

　

近
年
、
異
物
の
流
入
に
よ

る
下
水
道
施
設
の
異
常
が

度
々
発
生
し
て
い
ま
す
。
下

水
道
の
使
用
時
に
は
次
の
事

項
を
守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

〇
調
理
く
ず
や
天
ぷ
ら
油
は

台
所
に
流
さ
な
い

台
所
、
風
呂
、
洗
面
所
な
ど

の
排
水
口
の
網
に
た
ま
っ
た

生
ゴ
ミ
や
髪
の
毛
な
ど
は
、

下
水
管
を
つ
ま
ら
せ
る
原
因

と
な
り
ま
す
の
で
、
定
期
的

に
掃
除
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
水
洗
ト
イ
レ
に
は
溶
け
る
紙

をト
イ
レ
で
は
、ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
（
水
に
溶
け
る
紙
）、
水
溶

性
の
掃
除
用
品
以
外
は
水
に
溶

け
ず
、
下
水
管
に
た
ま
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
使
わ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
洗
剤
の
使
い
す
ぎ
に
注
意

洗
濯
用
洗
剤
は
、
で
き
る
だ
け

石
け
ん
や
無
リ
ン
合
成
洗
剤
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

〇
危
険
物
を
流
さ
な
い

ガ
ソ
リ
ン
、
シ
ン
ナ
ー
、
石
油

な
ど
は
気
化
し
て
爆
発
の
原
因

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
農
薬
、

殺
虫
剤
、
防
臭
剤
な
ど
は
下

水
道
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。

〇
髪
の
毛
を
流
さ
な
い

髪
の
毛
は
排
水
口
に
流
さ
ず

小
ま
め
に
取
り
除
い
て
く
だ

さ
い
。

〇
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
を
開

け
な
い

マ
ン
ホ
ー
ル
、
公
共
ま
す
の

ふ
た
を
開
け
る
こ
と
は
非
常

に
危
険
で
す
。
事
故
や
大
雨

の
と
き
に
下
水
が
噴
き
出
す

原
因
に
な
り
ま
す
。
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９
月
21
日
か
ら
、
各
種
健
診

を
実
施
し
ま
す
。
対
象
の
人
は
、

忘
れ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
特
定
健
診
の
目
的
は
？

　

日
本
人
の
死
亡
原
因
の
３
割

を
占
め
る
、
心
臓
病
と
脳
卒
中
。

特
に
岩
手
県
は
、
脳
卒
中
死
亡

率
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
と
い
う
危

機
的
状
況
で
す
。
こ
れ
ら
の
生

活
習
慣
病
は
、
内
臓
脂
肪
を
減

ら
す
こ
と
で
予
防
で
き
ま
す
。

こ
の
内
臓
脂
肪
に
よ
っ
て
起
こ

る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
を
、
早
い
段
階
で
見
つ
け
て

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
こ
と

が
、
特
定
健
診
の
目
的
で
す
。

■
対
象
者

　

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
保

加
入
者
が
対
象
で
す
。
病
院
で

治
療
中
の
人
・
定
期
的
に
検
査

を
し
て
い
る
人
も
対
象
と
な
り

ま
す
の
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
勤
務
先
で
受
診
し
て
い
る
と

き
　

パ
ー
ト
勤
務
な
ど
を
し
て
い

る
人
は
、
事
業
主
の
実
施
す
る

健
診
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
は
、
健
診
結
果
の

写
し
を
提
出
願
い
ま
す
。

■
特
定
健
診
の
メ
リ
ッ
ト

　

①
生
活
習
慣
病
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
病
気
の
予
防
②
医
療
費
の

削
減
③
健
診
後
の
生
活
改
善
の

サ
ポ
ー
ト
の
充
実
な
ど

検査名 対象者 負担金

特定健康診査
40～ 74歳の国保
加入者

40～64歳：
1,300円
65～74歳：
600円

対象者全員に受診票・受診券などを配布しますので、保険証と合
わせて持参の上、必ず受診してください。病院で治療中の人・定
期的に検査している人も受診が必要です。

後期高齢者健
康診査

75歳以上（受診日
年齢）の後期高齢
者医療制度加入者

無料 対象者全員に受診票・受診券などを配布しますので、保険証と合
わせて持参の上、必ず受診してください。

若者健康診査 19～ 39歳 1,000円 申し込みをした人に受診票を配布しますので、当日持参してくだ
さい。

前立腺がん検
診

51、56、61、66、
71歳の男性希望者

750円 特定健診を受ける必要があります。当日申し込みください。

肺炎ウイルス
検査

40、45、50、55、
60、65、70 歳 の
希望者

無料
過去に肝炎ウイルス検査を受けたことがない人は検査を受けられ
ます。ただし、特定健診を受ける必要があります。当日申し込み
ください。

肺がん検診 40～ 65歳 1,000円 申し込みをした人に受診票を配布しますので、当日持参してくだ
さい。

結核健康診断 66歳以上 無料 対象者全員に受診票を配布しますので、当日持参してください。

骨粗しょう症
予防健診

40、45、50、55、
60、65、70 歳 の
女性希望者

600円 超音波でかかとの骨密度を調べます。10 月１日、２日、３日の
みの実施となります。

年齢は平成30年３月31日時点の年齢です。

　

社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て

い
る
家
族
も
特
定
健
診
を
受
診

で
き
ま
す
。
各
保
険
者
か
ら
発

行
さ
れ
る
受
診
券
と
保
険
証
を

持
参
し
て
受
診
く
だ
さ
い
。（
無

い
場
合
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
）

　
ま
た
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
・

前
立
腺
が
ん
検
診
・
骨
粗
し
ょ

う
症
予
防
健
診
は
、
特
定
健
診

を
受
診
す
る
社
会
保
険
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
家
族
も
受
け
ら

れ
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
、

当
日
受
け
付
け
に
申
し
付
け
く

だ
さ
い
。（
国
保
以
外
の
人
は
、

尿
検
査
に
よ
る
推
定
塩
分
摂
取

量
測
定
の
項
目
は
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
）

受
け
ま
し
ょ
う
各
種
健
診
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実施月日 場所 受付時間 対象行政区

９月 21日（木） 長興寺多目的
集会施設銀杏会館

午前
9：30 ～ 10：15 長興寺上

10：15  ～ 11：00 荒田・大向

午後 1：00   ～  2：30 長興寺下

９月 22日（金）

宇堂口地区
農村婦人の家 午前

9：30～ 10：15 瀬月内・泥の木

10：15～ 11：00 宇堂口

山根集落センター 午後
1：30  ～  2：00 山根（１、２、４班）

2：00  ～  2： 30 山根（３、５、６班）

９月 27日（水）
細屋ふれあい
センター 午前

9：30～ 10：00 五枚橋・雪屋

10：00～ 11：00 細屋

保健センター 午後 1：30  ～  2：30 荒谷

９月 28日（木） 保健センター
午前

9：30～ 10：15 二ツ家・小倉

10：15～ 11：00 鹿島

午後 1：00～  2：30 川向（１～９班）
10月１日（日）
骨粗しょう症
予防健診実施日

保健センター
午前 9：30～ 11：00 伊保内上、休日希望者

午後 1：00 ～   2：30 伊保内下、休日希望者

10月２日（月）
骨粗しょう症
予防健診実施日

江刺家ふるさと
センター

午前
9：30～ 10：15 田代・山屋

10：15～ 11：00 柿の木・江刺家上

午後
1：00 ～   1：45 道地・丸木橋

1：45 ～   2：30 江刺家下

10月３日（火）
骨粗しょう症
予防健診実施日

村老人福祉センター

午前
9：30～ 10：00 平内

10：00～ 11：00 戸田下

午後
1：00 ～   1：45 妻の神・戸田舘の下

1：45 ～   2：30 戸田上

10月４日（水） 保健センター
午前

9：30～ 10：15 南田（１～９班）

10：15～ 11：00 南田（10～ 16班）

午後 1：00 ～   2：30 川向（10～ 17班）

◆問い合わせ　住民生活課国保住民班（☎42-2111内線212）、　または保健衛生班（内線122）

≪各種健診の日程≫
　待ち時間短縮のために、行政区ごとに時間を指定しました。指定日・指定時間に都合がつかない場合は、
都合の良い日時で構いませんが、できるだけ協力くださるようお願いします。若者健診を受診する人は、住
んでいる行政区の指定日時、または都合の良い日に受診ください。
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m u r a  n o  w a d a i

むらのわだい
皆さんからいろいろな情報をお待ちしています。
お気軽に広報担当☎42-2111（内線168）へお寄せください。

女子 30 歳以上の部で
見事３位に入賞した宇蘭（九戸村）

県ビーチボール競技大会
仲間とともに熱戦展開
　県ビーチボール競技大会は７月30日、九戸中学校などで開
かれ、県内から118人25チームが集まりました。毎年開催
されている県大会が本村で開かれるのは、平成20年以来２回
目。24回目となる今年は、釜石市などから選手が集まり、男
女年齢別９部門に分かれて優勝が競われました。大会では鋭
いスパイクが放たれたり、最後まで懸命にボールを追いかけ
たりと、ハイレベルな熱戦を繰り広げていました。千葉賢悦
さん（54＝奥州市）は、「仲間とともに夢中になりボールを追
いかけて楽しい」と汗を拭いながら答えてくれました。競技
の結果、村内からは女子30歳以上の部に出場した、宇蘭が３
位に入賞しました。

素早い動きでハイレベルな試合を　　繰り広げた男子 18 歳以上の部（奥は九戸村のチーム shooting  star）

折爪荘職員（左）と華やかなまつりを楽しむ来場者たち

指導を受けながら一次救命処置の手順を確認しました

折爪荘夏まつりがにぎわう
出店は売り切れ続出
　８月１日、特別養護老人ホーム折爪荘において夏まつりが行
われ、地域の皆さんが多く集まり、夏夜のイベントを楽しみま
した。始めに、同荘職員23人が力強く「よっちょれ」を踊り、華々
しく幕開け。日本民謡協会岩手九戸会が自慢の舞踊や民謡を舞
い踊り、会場を盛り上げていました。盆踊りでは、歌や太鼓の
音色に合わせて施設利用者や来場者がナニャドヤラを踊り、交
流を育みながら祭りを堪能していました。中学生や高校生のボ
ランティアの協力もあり販売された出店では、売り切れる店が
早々に出るほどのにぎわいを見せていました。田口恭子さん（64
＝二戸市）は、「初めて来て見たが、花火がきれいでビンゴも
にぎわっていて楽しい」と喜んでいました。

鋭いスパイクに
素早いブロックで反応

災害ボランティア講習会
万が一の対応を確認
　８月４日、災害ボランティア講習会がＨＯＺホールで開か
れました。九戸中学校の生徒10人と村ボランティア連絡協議
会の会員38人が集まり、災害発生時の対応方法について理解
を深めました。二戸消防署九戸分署員から防災について講話
を聞き、知識を深めました。また、万が一、人が倒れたとき
に救命処置をする手順を教わり、実際に体験。胸骨圧迫やＡ
ＥＤの取り扱い方法を確認しました。森太久斗君（九戸中２年）
は「ポリエチレン袋に米を入れるのが難しかったが、人が倒れ
たときの救命方法を確認できて良かった」と満足そうでした。
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掛け声を掛け合いながら
ボールを追いかけ、熱戦を展開

声を弾ませて輪踊りを楽しむ来場者たち

川向部落会盆踊り大会
躍り跳ねる駒踊り
　８月16日、旧村商工会前において川
向部落会（西山弘会長）が主催する盆踊
り大会が行われました。夕方から始まっ
たカラオケ大会には、イベントを盛り上
げようと25組が出場し、歌声で会場を
沸かせていました。駒踊りでは児童たち
がやぐらを囲んで輪になって踊り、力強
く元気に跳ねていました。用意されたう
ちわ500人分が無くなるほど、帰省客な
どが多く詰め掛けていました。盆踊り大
会では、児童たちの威勢のいい掛け声に
合わせて、楽しそうに笑顔で舞い踊って
いました。古舘ミサオさん（73＝川向）は、
「元気に躍り跳ねる駒踊りを見れてうれし
い。華やかな歌声も聞けて良かった」と、
目を細めて喜んでいました。

素早い動きでハイレベルな試合を　　繰り広げた男子 18 歳以上の部（奥は九戸村のチーム shooting  star）

伊高郷土芸能が全国高文祭出場
全国３位の快挙達成
　伊保内高等学校郷土芸能委員会が８月３日に出場した、全
国高等学校総合文化祭郷土芸能部門において、優秀賞２校に
次ぐ優良賞に輝き、全国３位に入賞しました。８月22日には
同委員会委員長の秋元星良さん（３年）と古舘志穂さん（同）
が村役場村長室を訪問。同委員会初となる快挙達成を五枚橋
久夫村長に報告しました。秋元さんは「県外の人たちに江刺
家神楽を見てもらいうれしかった。村民の支援や声援などの
支えがあり受賞できたと思う」と感謝の言葉を述べ、受賞の
感動を伝えていました。（詳細は広報くのへ10月号に掲載予定）

全国３位に輝き、喜びを報告する
秋元星良さん（右から３番目）と古舘志穂さん（左から３番目）

２位となる準名誉賞に輝いた欠端浩美さんの出品牛、
右はリードマンを務めた田澤太朋さん

第 61回県畜産共進会
欠端さんの出品牛が準名誉賞
　７月27日、雫石町にあるJA全農いわて中央家畜市場で行
われた第61回岩手県畜産共進会において、ホルスタイン種
の部で欠端浩美さん（57＝妻の神）の出品牛「ローズ・ララ
モーニング・センブンデー号」が第１部で１等賞に輝きました。
年齢別10部門に分かれて１等賞に選ばれた10頭が、さらに
未経産と経産の２部門に分かれ名誉賞を争奪。未経産の部で
総合２位に当たる準名誉賞に、欠端浩美さんの出品牛が選出
されました。県共進会には村から２頭が出品。準名誉賞以上
の受賞は、昭和61年に大崎鉄藏さんの出品牛が経産の部で名
誉賞を受賞して以来、31年ぶりとなる快挙を達成しました。



14

み ん な の 広 場

　
小
田
沢
ミ
ヨ
さ
ん
（
道
地
）
が

８
月
６
日
に
１
０
０
歳
を
迎
え
、

五
枚
橋
久
夫
村
長
が
自
宅
を
訪

問
し
て
家
族
と
一
緒
に
祝
福
し

ま
し
た
。
花
束
と
長
寿
祝
い
金
を

も
ら
っ
た
小
田
沢
さ
ん
は
、
大
好

き
な
ド
ン
パ
ン
節
を
歌
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
歌
を
歌
う
の
が
好
き

で
、
荷
方
節
や
ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
を

歌
い
、
喜
び
を
表
現
し
て
く
れ
ま

し
た
。
今
で
も
家
族
と
同
じ
食
事

を
食
べ
て
、
笑
顔
で
楽
し
く
過
ご

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

小
田
沢
ミ
ヨ
さ
ん
100
歳
を
歌
で
祝
福

　

村
少
年
野
球
選
手
権

大
会
は
８
月
５
日
に
ナ

イ
ン
ズ
球
場
で
行
わ

れ
、
戸
田
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
が
優
勝
に
輝
き
ま
し

た
。
大
会
に
は
村
内
か

ら
江
刺
家
ロ
ビ
ン
ズ
と

銀
杏
ク
ラ
ブ
、
伊
保
内

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
戸

田
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
４

チ
ー
ム
が
出
場
。

戸田ファイターズ優勝
　
戸
田
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
初
戦
、

伊
保
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
９

―
２
で
下
し
、
決
勝
で
は
江
刺

家
ロ
ビ
ン
ズ
に
10
―
０
で
勝
ち
、

頂
点
に
輝
き
ま
し
た
。
選
手
た

ち
は
熱
い
声
援
を
受
け
な
が
ら
、

最
後
ま
で
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け

て
い
ま
し
た
。

投打がかみ合い優勝に輝いた戸田ファイターズ

　

有
識
者
か
ら
選
任
さ
れ
る
監

査
委
員
に
、
小
野
寺
隆
雄
さ
ん

（
80
＝
長
興
寺
上
）
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
33
年
８

月
４
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。
村

監
査
委
員
の
定
数
は
２
人
で
、
有

識
者
か
ら
選
任
さ
れ
る
委
員
と

議
会
議
員
の
中
か
ら
選
任
さ
れ

る
委
員
（
現
在
は
保
大
木
信
子
議

員
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
委
員
は
、
村
の
財
務
に
関
す

る
事
務
の
執
行
な
ど
を
監
査
す

る
た
め
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

小
野
寺
隆
雄
さ
ん
が
監
査
委
員
に
再
任

監
査
委
員
の
辞
令
書
を
受
け
取
る

小
野
寺
隆
雄
さ
ん

家
族
た
ち
に
１
０
０
歳
を
祝
福
さ

れ
る
小
田
沢
ミ
ヨ
さ
ん
（
前
列
中
）

　

村
教
育
委
員
会
の
委
員
に
千

葉
和
彦
さ
ん
（
61
＝
長
興
寺
下
）

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
８
月
15

日
、
役
場
村
長
室
に
お
い
て
、

五
枚
橋
久
夫
村
長
か
ら
千
葉
さ

ん
へ
辞
令
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
33
年
８
月
11

日
ま
で
の
４
年
間
と
な
り
ま
す
。

　

同
委
員
会
は
４
人
で
構
成
さ

れ
、
学
校
教
育
や
社
会
教
育
、

生
涯
学
習
、
文
化
財
、
体
育
な

ど
に
関
す
る
事
務
を
管
理
・
執

行
し
て
い
ま
す
。

千
葉
和
彦
さ
ん
が
教
育
委
員
に
再
任

千葉   和彦さん

◉10月に１歳を迎える赤ちゃんの写真を募集！！希
望する人は９月11日（月）までに、写真（データも可）
を広報担当（☎42-2111内線167）までお持ちください。

小田沢　優
ま

大
ひろ

くん

９月19日生まれ／長男／柿の木

（父）愛
よし

明
あき

さん（母）美幸さん

「いっぱい食べて、いっぱい
遊んで、いっぱい笑顔でいてね」

お父さん・お母さんより

１歳のお誕生日おめでとう☆
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老ろ
う

鶯お
う

の
声
天て

ん

蓋が
い

に
塩
の
道

高
島
ふ
み
女

中
元
や
当
地
特
産
継
ぐ
絆

定
年
の
無
き
主
婦
の
座
や
胡
瓜
揉も

む

引
出
し
の
物
片
付
け
も
盆
用
意

段
々
に
迎
火
燃
ゆ
る
峡か

い

の
墓

母
よ
り
も
生
き
た
証

あ
か
し

や
麦
熟
る
る

形な
り

振
り
も
構
わ
ず
今
日
も
草
刈
り
女め

田
村　

畦
畔

草
の
丈
残
暑
の
続
き
伸
び
放
題

老
二
人
食
卓
潤
す
茄な

子す

胡
瓜

姪め
い

子
よ
り
今
年
も
中
元
宅
急
便

睡す
い

蓮れ
ん

や
伝
説
秘
め
て
隠
れ
沼

原
爆
忌
少
年
少
女
は
八や

十そ

路じ

過
ぎ

た
っ
ぷ
り
と
妻
の
手
料
理
茄
子
胡
瓜

舘
村　

青
村

菅
野　

岑
子

さ
り
気
な
く
老
に
は
老
の
更

こ
ろ
も
が
え

衣

瀬
音
越
え
木
立
を
抜
け
て
河か

じ

か鹿
笛

木
々
の
風
お
さ
ま
り
し
よ
り
薄
暑
か
な

労い
た

は
り
の
こ
と
ば
短
か
し
若
葉
風

涼
風
の
崖
の
高
さ
を
吹
き
あ
ぐ
る

冬
部　

雪
女

中
元
に
つ
た
な
き
一
句
添
へ
も
し
て

耐
へ
し
過
去
今
は
思
は
じ
胡き

ゅ
う
り瓜

も
む

一
村
を
沈
め
万
緑
盛
り
上
が
る

こ
こ
も
又
休
耕
の
地
や
草
茂
る

と
く
と
く
と
水
筒
に
汲く

む
清
水
か
な

無
理
効
か
ぬ
齢

よ
わ
い

と
な
り
し
残
暑
か
な

緑
濃
く
育
ち
素
直
な
胡
瓜
か
な

玉
音
の
記
憶
未
だ
に
終
戦
忌

田
紳
の
連
な
り
行ゆ

く
や
在
祭
り

生
し
ょ
う
じ
ゃ

者
死
者
一
つ
輪
に
な
る
盆
踊

山
車
行
く
や
笛
や
太
鼓
や
音
頭
取
り

揚
花
火
消
え
て
虚
空
の
空
虚
か
な

【
七
月
席
題
詠
よ
り
】

老
い
進
む
端
居え

の
時じ

艱か
ん

も
又
多
く　
　

（
ふ
み
女
）

わ
だ
か
ま
り
重
ね
重
ね
て
土
用
入
り

端
居
し
て
昔
を
語
る
友
五
人　
　
　
　

（
畦　

畔
）

夕
焼
け
の
合
図
で
畑
の
仕
事
終
え

ゆ
っ
た
り
と
生
き
る
㐂

よ
ろ
こ

び
大
端
居　
　

（
雪　

女
）

村
の
宝
睡
蓮
見
ご
ろ
雨

あ
ま
つ
つ
み堤

極
楽
の
余
り
風
吹
く
夕
端
居　
　
　
　

（
青　

村
）

蟠
わ
だ
か
ま

り
一ち

つ

寸と

ほ
ど
け
て
合ね

歓む

の
花

む
ら
の
文
芸

第
３
５
２
回　

く
の
へ
俳
句
会

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

む
ら
の
文
芸

元気スマイル �

林
は
や
し 

定さ

だ

惠え

さ
ん

昭
和
12
年
８
月
18
日
生
・
80
歳
（
山
根
）

　
22
歳
で
結
婚
し
子
供
２
人
に
恵
ま
れ

畜
産
業
を
45
年
間
続
け
て
き
ま
し
た
。

◆
好
き
な
事
は
？　
人
と
話
を
す
る
事

が
好
き
で
、
友
達
が
一
番
の
宝
だ
ね
。

◆
元
気
の
秘
け
つ
は
？　
情
報
交
換
を

大
切
に
し
、
仲
間
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

も
ら
い
、
生
活
し
て
き
た
こ
と
だ
ね
。

◆
毎
日
心
掛
け
て
い
る
事
は
？　
気
管

支
喘
息
を
患
っ
て
か
ら
、
健
康
管
理
を

重
視
し
食
事
に
気
を
付
け
て
い
る
よ
。

◆
一
番
の
思
い
出
は
？　
周
囲
の
理
解

が
あ
り
農
業
共
済
組
合
が
九
戸
村
に
移

転
さ
れ
た
こ
と
が
非
常
に
う
れ
し
い
。

山や

ま

下し

た 

利と

し

幸ゆ

き

さ
ん

34
歳
・
川
向

　

大
学
卒
業
後
、
㈱
サ
ン
デ
ー
に
就
職
。

現
在
は
九
戸
店
の
店
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

◆
趣
味
は
？　
ド
ラ
イ
ブ
に
出
掛
け
る
こ

と
が
多
く
、
ウ
イ
ン
ド
ー
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

や
映
画
鑑
賞
を
す
る
こ
と
が
好
き
で
す
ね
。

◆
休
み
の
日
は
？　
温
泉
に
入
り
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

◆
一
番
の
幸
せ
は
？　
ラ
ー
メ
ン
や
焼
肉

な
ど
、
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
て
い
る
と

き
が
幸
せ
で
す
ね
。

◆
将
来
の
夢
は
？　
家
庭
を
持
っ
て
ゆ
っ

く
り
過
ご
し
、
将
来
は
九
戸
村
に
戻
っ
て

き
た
い
で
す
ね
。

友達の輪 �

友達の輪をつなげていこうと、自分の友人を紹介し
ていくコーナーです。
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躍動する泳ぎで果敢に攻める選手

　

村
小
中
学
校
水
泳
大
会
は
８

月
１
日
、
村
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
村
内
小
中
学

校
の
児
童
生
徒
、
延
べ
２
２
３

人
が
出
場
し
ま
し
た
。
競
技
は

学
年
・
種
目
別
、
33
部
門
に
分

か
れ
、
優
勝
が
争
わ
れ
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、
日
頃
、
友
人

や
指
導
者
と
共
に
培
っ
た
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、
懸

命
に
競
技
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

自
分
の
記
録
を
０・１
秒
で
も
縮

め
よ
う
と
、
力
強
く
泳
ぐ
選
手

己に挑戦  ０・１秒でも早く

小
中
水
泳
大
会

た
ち
に
、
集
ま
っ
た
保
護
者
や

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
熱
い
声
援

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
髙
倉
悠
矢
君
（
九
戸
中
１
年
）

は
、「
水
泳
が
好
き
で
、
友
達
と

一
緒
に
泳
ぐ
こ
と
が
楽
し
み
。

こ
れ
か
ら
も
水
泳
を
続
け
て
記

録
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
」
と

笑
顔
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
、
各
部
門
ご
と

の
優
勝
者
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬

称
略
）

【
小
学
校
・
男
子
】

◎
自
由
形
▽
６
年
50
㍍　

田
澤

優
成
（
山
根
小
）　
▽
５
年
50
㍍

　
舘
本
翔
太
（
長
興
寺
小
）　
▽

４
年
以
下
25
㍍　
舘
本
海
陽（
伊

保
内
小
）　
▽
６
年
100
㍍　
山
下

希
風
（
戸
田
小
）

【
小
学
校
・
女

◎
平
泳
ぎ
▽
６
年
50
㍍　

山
谷

琉
斗
（
長
興
寺
小
）　
▽
５
年
50

㍍　
舘
本
翔
太
（
同
）　
▽
４
年

以
下
25
㍍　

中
村
海み

陸ろ
く
（
伊
保

内
小
）

◎
背
泳
ぎ
▽
６
年
50
㍍　

七
戸

和
人
（
江
刺
家
小
）

◎
バ
タ
フ
ラ
イ
▽
４
年
以
下
25

㍍　
舘
本
海
陽
（
伊
保
内
小
）

◎
２
０
０
㍍
リ
レ
ー　

伊
保
内

小

子
】

◎
自
由
形
▽
６

　

夏
休
み
寺
子
屋
九

曜
塾
が
８
月
７
日
〜

９
日
、
Ｈ
Ｏ
Ｚ
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
、
期
間

中
延
べ
１
０
６
人
の

児
童
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

グ
レ
ア
ム
マ
ッ
ケ

ン
ジ
ー
さ
ん
夫
婦
を

講
師
に
迎
え
、
英
語

の
指
導
を
実
施
。
流

ち
ょ
う
な
発
音
に
合

わ
せ
て
、
児
童
た
ち

は
簡
単
な
英
単
語
を

寺子屋九曜塾で学ぶ教
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
英
語

の
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
体
も
心

も
踊
ら
せ
な
が
ら
楽
し
そ
う
に

英
語
を
身
に
付
け
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
伊
保
内
高
等
学
校
の

生
徒
３
人
や
村
民
２
人
が
学
習

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、
児
童
の

学
習
を
支
援
。
児
童
た
ち
は
、

長
期
休
業
期
間
中
の
課
題
や
苦

手
な
教
科
な
ど
に
つ
い
て
、
サ

ポ
ー
タ
ー
の
協
力
を
得
な
が
ら

意
欲
的
に
学
習
に
励
ん
で
い
ま

し
た
。

　

英
語
を
学
び
た
く
て
参
加
し

た
と
い
う
恵
津
森
祐
那
さ
ん（
伊

保
内
小
２
年
）
は
、「
新
し
い
英

単
語
を
習
う
こ
と
が
で
き
て
う

れ
し
か
っ
た
。
高
校
生
が
優
し

く
教
え
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

笑顔で英語を学ぶ児童たち

年
50
㍍　

中
澤

悠ゆ

空ら

（
戸
田

小
）
＝
新
記
録

　
▽
５
年
50
㍍

　

宮
川
知ち

優ゆ

良ら

（
伊
保
内
小
）　

▽
４
年
以
下
25

㍍　

菅
原
圭か

乃の

（
長
興
寺
小
）　

▽
６
年
100
㍍　

大
谷
茜
（
山
根

小
）

【
中
学
校
・
男
子
】

◎
自
由
形
▽
100
㍍　

下
川
原
一か
ず

将ま

（
３
年
）

◎
平
泳
ぎ
▽
100
㍍　

岩
崎
宏あ
つ

紀き

（
同
）

◎
背
泳
ぎ
▽
100
㍍　

佐
藤
壮
一

郎
（
２
年
）

◎
２
０
０
㍍
リ
レ
ー　
２
年

【
中
学
校
・
女
子
】

◎
自
由
形
▽
100
㍍　

山
下
さ
く

ら
（
３
年
）

◎
平
泳
ぎ
▽
100
㍍　

松
本
実み

侑ゆ
う

（
１
年
）

◎
背
泳
ぎ
▽
100
㍍　

亀
梨
唯

（
同
）

◎
２
０
０
㍍
リ
レ
ー　
２
年

◎
平
泳
ぎ
▽
６
年
50
㍍　

小
田

鈴
花
（
長
興
寺
小
）　
▽
５
年
50

㍍　
千
葉
理
聖
（
同
）　
▽
４
年

以
下
25
㍍
千
葉
訽と
う

子こ

（
伊
保
内

小
）　
▽
６
年
100
㍍　
柾
本
陽
菜

（
戸
田
小
）

◎
背
泳
ぎ
▽
６
年
50
㍍　

小
田

鈴
花
（
長
興
寺
小
）　
▽
５
年
50

㍍　
三
澤
こ
の
み
（
伊
保
内
小
）

　

▽
４
年
以
下
25
㍍　

千
葉
訽と
う

子こ

（
同
）　

◎
バ
タ
フ
ラ
イ
▽
５
年
25
㍍　

小
野
寺
詩
温
（
長
興
寺
小
）　
▽

６
年
50
㍍　

山
下
茜
（
伊
保
内

小
）
＝
新
記
録

◎
２
０
０
㍍
リ
レ
ー　

伊
保
内

小
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❖ 今月のお薦め図書

　夫婦にも親子にも恋人にも
裏がある。女性４人が見せる
表と裏の顔…。
　それぞれの思惑が意外な形
で連鎖する時、絶望と希望の
天秤（てんびん）が激しく揺
れる。「助けて」が言えない
お母さんたちへ。第52回メフ
ィスト賞受賞作品。

誰かが見ている
宮西　真冬　著／講談社

人工知能は人間を超えるか
松尾　豊　著／ＫＡＤＯＫＡＷＡ

かがみの狐城
辻村　深月　著／ポプラ社

　最先端の人工知能技術「デ
ィープラーニング」をめぐり、
グーグルなどが数100億円規
模の激しい投資を繰り広げる
一方、ホーキング博士などが
人工知能は人類を滅ぼすので
はないかと懸念を表明した。
そのテクノロジーは人の仕事
や人類の価値を奪うのか。

　居場所をなくした７人が出
会ったのは、不思議な城だっ
た。部屋に閉じこもっていた
「こころ」。彼女の目の前で突
然、鏡が光り鏡の中を通り抜
けた先の世界には、似た境遇
の７人が集められていた。胸
に秘めた願いを叶えるため７
人は隠された鍵を探すが…。

　舞台はタンザニアの
草原。石太鼓の音が流
れ、動物裁判が始まり
ました。母親を殺され
たヌーの子どもがライ
オンを訴えました。果
たして、ライオンに罪
はあるのか？

ライオンのしごと
竹田津　実　作／偕成社

　
九
戸
中
学
校
で
は
８
月
21
日
、

始
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

式
辞
で
、
吉
田
竜
二
郎
校
長

が
パ
ス
ツ
ー
ル
の
言
葉
を
引
用

し
、「
チ
ャ
ン
ス
は
備
え
あ
る
と

こ
ろ
に
訪
れ
る
」
と
強
調
し
ま

し
た
。

　
「
チ
ャ
ン
ス
は
偶
然
に
訪
れ
る

の
で
は
な
く
、
準
備
が
で
き
て

い
る
心
の
あ
る
と
こ
ろ
に
や
っ

て
く
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、

具
体
的
に
は
毎
日
の
学
習
、
部

活
動
の
新
人
戦
、
文
化
祭
な
ど

　

８
月
１
日
〜
４
日
、
宮
城
県

名
取
市
で
開
催
さ
れ
た
、
第
41

回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

に
て
、
伊
保
内
高
等
学
校
郷
土

芸
能
委
員
会
が
初
出
場
で
、
優

良
賞
（
全
国
３
位
）
の
栄
誉
に

輝
き
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
保
存
会
の
皆
さ
ま

や
卒
業
生
も
同
行
し
、
生
徒
た

ち
は
先
輩
の
助
言
を
下
に
、
互

い
に
修
正
点
を
指
摘
し
合
う
な

ど
、
発
足
以
来
15
年
、
江
刺
家

郷
土
芸
能
委
員
会
顧
問　

石
川　

千
枝

初
出
場
で
全
国
３
位

に
向
け
日
々
努
力
を
重
ね
て
い

る
人
に
チ
ャ
ン
ス
は
や
っ
て
く

る
。

　

さ
ら
に
、
チ
ャ
ン
ス
が
や
っ

て
き
た
ら
、
ぜ
ひ
と
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か
み

取
っ
て
ほ
し
い
と
話
し
ま
し
た
。

２
学
期
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
り
、

生
徒
の
や
る
気
を
引
き
出
す
よ

う
な
内
容
で
し
た
。

（
副
校
長　
山
崎
弘
貴
）

神
楽
が
本
校
に
着
実
に
根
付
き
、

今
回
の
快
挙
と
な
っ
た
こ
と
を

実
感
し
ま
し
た
。
先
輩
か
ら
後

輩
へ
、
そ
し
て
後
世
へ
と
、
こ

れ
か
ら
も
村
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
神
楽
を
伝
え
継
い
で
い
こ
う

と
心
に
決
め
ま
し
た
。

　

村
を
は
じ
め
と
す
る
、
多
く

の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
温

か
い
支
援
と
、
朝
早
く
か
ら
会

場
に
駆
け
付
け
て
の
熱
い
声
援

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

チ
ャ
ン
ス
は

　
備
え
あ
る
心
に
訪
れ
る

全
国
高
文
祭
で
の
優
良
賞
に

輝
い
た
伊
高
郷
土
芸
能
委
員
会



み
ん
な
の
健
康

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

問
住
民
生
活
課
保
健
衛
生
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
１
２
２

国
保
だ
よ
り

18

問
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
２

　

平
成
27
年
に
県
内
で
は
１
３
６
人
が

新
た
に
結
核
を
発
病
し
、
半
数
以
上
が

70
歳
以
上
の
人
で
し
た
。
こ
の
中
に
は
、

二
戸
管
内
の
人
も
含
ま
れ
て
い
て
、
私

た
ち
の
身
近
で
も
起
き
て
い
る
感
染
症

と
い
え
ま
す
。

　

か
つ
て
死
亡
原
因
の
第
１
位
と
し
て

恐
れ
ら
れ
て
い
た
結
核
も
、
生
活
水
準

や
医
薬
品
の
向
上
に
よ
っ
て
、
完
治
で

き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、
過
去
の

病
気
だ
と
思
っ
て
い
た
ら
大
間
違
い
で

す
。
こ
の
機
会
に
、結
核
に
関
心
を
持
ち
、

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

■
風
邪
と
同
じ
症
状
が
２
週
間
以
上
続

く
場
合
は
、
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

結
核
に
感
染
す
る
と
咳せ
き

や
痰た
ん

が
続
い

た
り
、
体
が
だ
る
か
っ
た
り
、
微
熱
や

胸
の
痛
み
な
ど
が
２
週
間
以
上
継
続
し

ま
す
。
結
核
の
症
状
は
風
邪
と
同
じ
た

め
、
自
分
が
結
核
だ
と
気
付
か
ず
に
周

り
の
人
に
う
つ
し
て
し
ま
う
事
が
あ
り

ま
す
。
結
核
菌
は
、
咳
や
痰
か
ら
空
気

中
に
吐
き
出
さ
れ
、
人
か
ら
人
へ
と
う

つ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

風
邪
と
同
じ
症
状
が
２
週
間
以
上
続

く
場
合
に
は
、
結
核
菌
を
周
り
の
人
に

結
核
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う　

　
　
　
　
（
保
健
師　
古
舘　
里
美 

）

う
つ
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

■
65
歳
以
上
の
人
は
年
に
１
度
、
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

若
い
頃
に
感
染
し
て
い
た
も
の
が
、

高
齢
に
な
っ
て
発
病
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
咳
や
痰
な
ど
の
目
立
っ

た
症
状
が
現
れ
に
く
い
の
が
、
高
齢
者

の
特
徴
で
す
。
村
で
は
特
定
健
診
と
合

わ
せ
て
、
９
月
21
日
～
10
月
４
日
に
65

歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、結
核
検
診
（
胸

部
レ
ン
ト
ゲ
ン
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

65
歳
以
上
の
人
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
１
歳
ま
で
に
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う

　

Ｂ
Ｃ
Ｇ
は
結
核
に
対
す
る
免
疫
を
つ

け
て
、
乳
児
の
重
症
化
を
防
ぐ
予
防
接

種
で
す
。
村
で
は
７
カ
月
児
健
診
と
合

わ
せ
て
接
種
す
る
よ
う
に
勧
め
て
い
ま

す
。
対
象
者
に
は
案
内
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

現
在
、
皆
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
国

民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
、
９
月
30
日
で
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
10
月
１
日
か
ら
使
用

す
る
新
し
い
被
保
険
者
証
を
、
９
月
下

旬
に
郵
便
に
て
届
け
ま
す
。
届
い
た
ら

名
前
な
ど
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
被
保
険

者
証
は
回
収
し
ま
せ
ん
の
で
、
有
効
期

限
を
過
ぎ
た
ら
、
裁
断
す
る
な
ど
各
自

で
責
任
を
持
っ
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

10
月
か
ら
国
保
の
被
保
険
証
を
更
新
し
ま
す

■
カ
ー
ド
式
で
一
人
一
枚

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
こ
れ
ま
で

同
様
に
一
人
に
一
枚
の
カ
ー
ド
式
で
す
。

世
帯
主
様
宛
て
の
封
筒
に
全
員
分
を
入

れ
て
郵
送
し
ま
す
。
届
い
た
ら
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
な
ど
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

■
被
保
険
者
証
は
大
切
に

　

被
保
険
者
証
は
保
険
診
療
な
ど
を
受

け
る
と
き
に
使
用
す
る
大
切
な
も
の
で

す
。
も
し
紛
失
し
た
り
盗
難
に
あ
っ
た

り
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
警
察
や
役
場

の
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
被
保
険
者
証
の
裏
に
臓
器
提
供
意
思

表
示
欄
あ
り
ま
す

　

改
正
臓
器
移
植
法
の
施
行
を
受
け
、

国
保
の
被
保
険
者
証
の
裏
に
臓
器
提
供

意
思
表
示
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

記
入
は
あ
く
ま
で
任
意
で
あ
り
、
強
制

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
正
し
い
被
保
険
者
証
で
受
診
を

　

他
市
町
村
へ
の
転
出
や
職
場
の
健
康

保
険
に
加
入
し
た
と
き
な
ど
は
、
国
保

の
被
保
険
者
証
を
返
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

手
続
き
が
遅
れ
、
国
保
の
資
格
が
な

い
の
に
、
国
保
の
被
保
険
者
証
で
保
険

診
療
な
ど
を
受
け
て
し
ま
う
人
が
い
ま

す
が
、
そ
の
と
き
は
、
国
保
が
負
担
し

た
医
療
費
を
全
額
返
し
て
い
た
だ
く
こ

国 民 健 康 保 険
被 保 険 者 証 有効期限 平成 00年 9月 30日まで

性　別

保 険 者 番 号
保 険 者 名 九戸村0 1 0 1 3 2

氏　 名
生 年 月 日
資格取得年月日

交 付 年 月 日
世 帯 主 氏 名
被 保 険 者 住 所

昭和 30年 1月 1日

昭和 30年 1月 1日

平成 22年 10月 1日

　

岩手県九戸郡九戸村

と
が
あ
り
ま
す
。

資
格
に
異
動
が
生

じ
た
と
き
は
、
す

ぐ
に
役
場
に
届
け

出
て
、
正
し
い
被

保
険
者
証
で
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　
　
（
国
保
担
当　
小
野
寺　
さ
ゆ
り 

）



駐
在
所
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

㉄
二
戸
警
察
署
九
戸
駐
在
所
☎
42-

２
２
１
０

国
民
年
金

㉄
二
戸
年
金
事
務
所
☎
23-

４
１
１
１

㉄
住
民
生
活
課
国
保
住
民
班
☎
42-

２
１
１
１
内
線
２
１
１

消
防
署
だ
よ
り

㉄
二
戸
消
防
署
九
戸
分
署
☎
42-

３
１
１
９
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突
然
目
の
前
で
人
が
倒
れ
た
ら

戸
惑
っ
て
し
ま
う
の
は
当
然
で
す
。

し
か
し
、
救
急
講
習
会
な
ど
で
一

度
経
験
し
て
お
け
ば
、
人
の
命
を

救
う
た
め
の
手
助
け
は
誰
に
で
も

で
き
る
こ
と
な
の
で
す
。
大
切
な

命
を
救
う
た
め
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ

村内の火災・救急（７月分）
区 分 件　数 １月から累計 前年比
火 災 0 件 0 件 －１件
救 急 21 件 159 件 － 27 件

救
急
講
習
を
受
講
し
ま
し
ょ
う

　

事
件
や
交
通
事
故
の
被
害

者
支
援
活
動
に
対
す
る
理
解

と
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
犯
罪
被
害
者
支

援
県
民
の
つ
ど
い
が
二
戸
市

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
、
県
警
察
音
楽
隊

の
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
ま

す
。
入
場
は
無
料
で
す
の
で

皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

来
場
く
だ
さ
い
。

犯
罪
被
害
者
支
援
県
民
の
つ
ど
い

　

平
成
29
年
度
の
免
除
な
ど
の
受
け
付

け
は
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
７
月

か
ら
翌
年
６
月
ま
で
の
期
間
を
対
象
と

し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
で
き
る
過
去
期
間
に
つ

い
て
は
、
申
請
書
を
提
出
し
た
日
か
ら

２
年
１
カ
月
前
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

免
除
申
請
の
手
続
き
や
相
談
は
、
役

場
住
民
生
活
課
ま
た
は
年
金
事
務
所
ま

で
お
願
い
し
ま
す
。

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の

事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る

﹁
保
険
料
免
除
制
度
﹂
や
﹁
納
付
猶
予
制

度
（
50
歳
未
満
）﹂
が
あ
り
ま
す
。

村内の交通事故（７月分）

区 分 件　数 １月からの
累　 計 前年比

人身事故 0 件 3 件 ＋ 3 件
物損事故 2 件 26 件 － 5 件
負 傷 者 0 人 3 人 ＋ 3 人
死 亡 者 0 人 0 人 ± 0 人
飲酒運転
検 挙 者 0 人 1 人 ＋ 0 人

◎村の交通死亡事故ゼロ日数… 1026日
（7月31日現在）

国
民
年
金
の
免
除
申
請
を
受
け
付
け

■
日
時

　
９
月
30
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
ま
で

■
会
場

　
二
戸
市
民
文
化
会
館　
大
ホ
ー
ル

■
主
な
内
容

　
○
講
演

　
　
﹁
守
り
た
い
﹂

　
　
～
通
学
路
で
起
き
た
事
故
か
ら
～

　
　
講
師
︙
渡
邊
理
香
氏

　
　
　
　
　
（
山
形
市
在
住
）　

　
○
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
県
警
察
音
楽
隊

Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
除
細
動
（
電
気

シ
ョ
ッ
ク
）
を
中
心
と
し
た
応
急

手
当
て
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

山根小学校での救急救命法講習会

第一部 開会セレモニー

第二部

第三部

講　演

［主催］　（公社）いわて被害者支援センター　岩手県　岩手県警察

［協賛］　二戸市　二戸警察署　岩手県犯罪被害者等支援連絡会

［後 援］ 一戸町／軽米町／九戸村／㈱岩手日報社／㈱デーリー東北新聞社／FMカシオペア市民情報ネットワーク

「被害者心情への理解」

岩手県警察音楽隊
　　　コンサート

～通学路で起きた事故から～

講師：渡邊 理香氏（山形市在住）

いわて被害者支援センター
公　　益

社団法人

盛岡市中央通3丁目10番2号
（岩手県立県民生活センター2F）
TEL 019-621-3750  〒020-0021

お問い合せ先

二戸市石切所字狼穴1-1　TEL 0195-23-7111二戸市石切所字狼穴1 1 TEL 0195 23 7111

二戸市民文化会館 大ホール二戸市民文化会館 大ホール二戸市民文化会館 大ホール

平成29年度平成29年度平成29年度

犯罪被害者支援犯罪被害者支援犯罪被害者支援

県民のつどい県民のつどい県民のつどい
入場
無料

平成29年9月30日（土）
午後1時30分～  

平成29年9月30日（土）
午後1時30分～  

平成29年9月30日（土）
午後1時30分～  

第一部 開会セレモニー

第二部

第三部

講　演

［主催］　（公社）いわて被害者支援センター　岩手県　岩手県警察

［協賛］　二戸市　二戸警察署　岩手県犯罪被害者等支援連絡会

［後 援］ 一戸町／軽米町／九戸村／㈱岩手日報社／㈱デーリー東北新聞社／FMカシオペア市民情報ネットワーク

「被害者心情への理解」「被害者心情への理解」

岩手県警察音楽隊岩手県警察音楽隊
　　　コンサート　　　コンサート

～通学路で起きた事故から～

講師：渡邊 理香氏（山形市在住）（山形市在住）

いわて被害者支援センター
公　　益

社団法人

盛岡市中央通3丁目10番2号
（岩手県立県民生活センター2F）
TEL 019-621-3750  〒020-0021

お問い合せ先

二戸市石切所字狼穴1-1　TEL 0195-23-7111二戸市石切所字狼穴1 1 TEL 0195 23 7111

二戸市民文化会館 大ホール二戸市民文化会館 大ホール二戸市民文化会館 大ホール二戸市民文化会館 大ホール二戸市民文化会館 大ホール二戸市民文化会館 大ホール二戸市民文化会館 大ホール二戸市民文化会館 大ホール二戸市民文化会館 大ホール二戸市民文化会館 大ホール二戸市民文化会館 大ホール二戸市民文化会館 大ホール二戸市民文化会館 大ホール二戸市民文化会館 大ホール二戸市民文化会館 大ホール二戸市民文化会館 大ホール二戸市民文化会館 大ホール二戸市民文化会館 大ホール二戸市民文化会館 大ホール二戸市民文化会館 大ホール二戸市民文化会館 大ホール二戸市民文化会館 大ホール二戸市民文化会館 大ホール

平成29年度平成29年度平成29年度平成29年度平成29年度平成29年度平成29年度平成29年度平成29年度平成29年度平成29年度平成29年度平成29年度
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平成29年平成29年平成29年平成29年平成29年平成29年平成29年平成29年平成29年平成29年平成29年平成29年平成29年平成29年平成29年平成29年9999999999999999999999月月月月月月月月月月月月月月月303030303030303030303030303030303030303030303030303030303030日日日日日日日日（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）（土）
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■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
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０
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※指定日に、指定の袋で出しましょう。   　　問住民生活課保健衛生班☎ 42-2111 内線 123

収 集 区 域
瀬月内／宇堂口／泥
の木／平内／妻の神
戸田上・下／舘の下
山根／荒谷／二ツ家

鹿島／伊保内上・下
川向／南田

小倉／長興寺上・下
大向／五枚橋／荒田
雪屋／田代／柿の木
江刺家上・下／道地
丸木橋／山屋／細屋

燃えるごみ 毎週水曜日 毎週木曜日 毎週金曜日
不燃・ビン・金物 ９月４日㊊ ９月５日㊋ ９月11日㊊
空 き 缶 ９月19日㊋ ９月25日㊊ ９月26日㊋
粗 大 ご み ９月12日㊋
紙・プラ類 ９月14日㊍ ９月20日㊌ ９月28日㊍

ごみ収集日

休日当番医（9：00 ～17：00） 休日当番歯科医（9：00～12：00）
月 日 医療機関 電　話 月 日 医療機関 電　話

９ 10 すがわら消化器内科 23-2879 ９ 10 堀米歯科医院 46-2927

17 金田一診療所 27-2205 17 渡辺歯科医院 23-2052

18 よこもり眼科クリニック 22-2230 18 窪島歯科医院 23-2425

23 千葉耳鼻咽喉科医院 23-2009 23 ますだ歯科クリニック 26-8282

24 小野寺クリニック 46-2822 24 沢藤歯科医院 25-4002

９月

  味彩の会で
けんちん汁

　村生活改善グループでは、味彩
の会を開催します。誰でも歓迎し
ますので、気軽に参加ください。
■日時　９月20日（水）
　午前９時30分～午後０時30分
■場所　村山村開発センター
■内容　
山菜入りけん
ちん汁、せん
べいの天ぷら、
ビスケットの
天ぷら
■参加費　500円程度
■申込期限　９月14日（木）まで
■申し込み・問い合わせ　村生活
改善グループ事務局（☎42-2111・
243・大谷）

  無料Wi-Fi
利用ください

　情報収集の利
便性向上と災害
時における情報
通信環境の確保
のため、役場庁舎と図書室に公衆
無線ＬＡＮ（フリースポット）を
設置しました。
　無線ＬＡＮ（Wi-Fi）機能を搭
載した機器を持っている人なら誰
でもインターネット接続ができま
すので、利用ください。接続方法
など詳細は村ホームページを確認
ください。
■問い合わせ　総務企画課地域振
興班（☎ 42-2111 内線 172）

  ＯＡ実務科
受講生募集

　就業を希望する女性を対象にし
た、ＯＡ機器基本操作技術講習を
開催します。
■講習内容　パソコンの基本操作、
Word2016の基礎　
■対象者　現在求職中の人で、習
得した技術を生かし就業を希望す
る県内在住の女性
■定員　14人
■申込期限　９月20日（水）
■訓練期間　10月２日（月）～
31日（火）のうち21日間
午前10時～午後４時
■訓練場所　二戸地域職業訓練セ
ンター
■受講料　無料（テキスト代など
別途13,436円）
■申し込み・問い合わせ　二戸地
域職業訓練センター（☎23-3040）

  ふるさと創造館
まつり９月 24日

　ふるさと創造館まつりが９月24
日にふるさと創造館で行われます。
郷土芸能の演舞や野田村からも出
店しますのでぜひお越しください。
■日時　９月24日（日）
　午前10時～
■場所　ふるさと創造館
■問い合わせ　村文化協会事務局
（☎42-2111・313）
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人のうごき
（平成29年8月1日現在）

●人　口　　５，９８１　人  （ー１６）
　　男　　　 ２，８８２　人  （ー１１）
　　女　　　 ３，０９９　人　  （－５）
●世帯数　　２，１７１世帯　 （－２）

　　　　　　　　（カッコ内は前月比）

　 転　 入　　　 　３　人  　（５６人）
　 転　 出　　　 １１　人  （１０１人）
　 出　 生　　 　　１　人  　（１５人）
　 死　 亡　　　 　９　人  　（５８人）

（カッコ内は１月からの累計）

編集後記
◆人と会話をすることが好きな私ですが、
相手の気持ちを考えないで発言したり、
行動して相手に迷惑を掛けることが最近
多くなり反省しています。どんなときで
も、相手の立場を考えて発言したり行動
できるようにしたいと思います。（下村）

  動物愛護
フェスティバル

■日時　９月23日（土）
■会場　二戸地区合同庁舎駐車場
■内容　動物慰霊祭、動物ふれあ
い写真コンクール表彰式、犬のし
つけ教室、わんわん運動会
■申し込み先
　グリーン動物病院（☎23-8257）
■申し込み・問い合わせ
　二戸保健福祉環境センター環境
衛生課（☎23-9206）

  森林間伐経費
県が全額補助

　植林した森林の手入れができず
困っていませんか。県ではいわて
の森林づくり県民税を活用して、
公益上重要でありながら、手入れ
の行き届かない人工林（杉やカラ
マツなど）を所有者の皆さんに代
わって間伐しています。
　この森林整備に係る経費につい
ては、県が全額負担します。なお、
対象となる森林（林齢や面積など）
や実施の条件がありますので、詳
しくは下記まで問い合わせくださ
い。
　間伐は森を元気にする大事な作
業です。皆さんの森の元気を取り
戻し、次の世代に引き継ぎましょう。
■問い合わせ　二戸農林振興セン
ター林務室（☎23-9204）、または
村役場農林建設課生産振興班（☎
42-2111内線251）

  八戸自動車道で
舗装の補修工事

　八戸自動車道の舗装補修工事を
実施しています。昼夜連続の規制
となりますのでご理解ください。
■施工予定期間　８月21日（月）
～11月10日（金）
■施工時間　午前７時～午後７時
■施工場所　八戸自動車道
■施工会社
　福田道路株式会社東北支店（☎
080-4218-7933・高橋）

  ＮＰＯ何でも
出前相談会

　ＮＰＯ法人シニアパワーいわて
が県北地域に出張して、総務・労務・
会計などに関する何でも相談会を
開催します。
■日時　
・９月26日（火）
　午後１時30分～午後５時
・９月27日（水）
　午前９時～午後３時
■会場　二戸地区合同庁舎
※他日時、他会場あり
■申し込み・問い合わせ　特定非営
利活動法人シニアパワーいわて（☎
019-626-0098）

高速道路工事のお知らせ

　工 事 名 八戸自動車道　　八戸管内舗装補修工事

今回の施工について

　　施 工 日 平成 29 年 8 月 21日（月）～ 11 月 10 日（金）　

（作業の進捗状況及び天候等によりずれる可能性があります。）

　　施工時間 7：00　　～　19：00

（作業の進捗状況及び天候等によりずれる可能性があります。）

　　施工場所 八戸自動車道　下図参照

　

　発 注 者 東日本高速道路株式会社　東北支社

八戸管理事務所

　施工会社 福田道路株式会社　東北支店

　　責任者 高橋　和広

　　電　話 ０１９５－４３－４０３０

　　携　帯 ０８０－４２１８－７９３３

この度、八戸自動車道の舗装補修工事を施工することになりました。
作業は原則、昼間のみ施工を予定しておりますが規制が昼夜間連続となります。工事施工中は照
明の灯りや騒音等が発生するかと思いますが、最小限にとどめるよう努力いたしますので、沿線住
民の方々のご理解をいただきたくよろしくお願いいたします。
尚、お気づきの点などがございましたら、お手数ですが下記の施工責任者までご連絡下さい。

九戸ＩＣ方面

軽米ＩＣ方面

スナップくのへ＋
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村
学
童
相
撲
大
会
が
８
月
４
日
、

村
相
撲
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
村

内
小
学
生
53
人
が
参
加
し
、
日
頃

鍛
え
て
き
た
技
を
競
い
ま
し
た
。

大
会
に
は
女
子
児
童
16
人
も
参
加

し
、
選
手
た
ち
は
相
手
を
恐
れ
ず
、

強
い
精
神
力
を
持
っ
て
力
強
く
相

手
に
立
ち
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

　

種
目
は
団
体
と
個
人
戦
で
争
わ

れ
、
団
体
戦
は
１
チ
ー
ム
５
人
が

出
場
し
予
選
リ
ー
グ
で
順
位
を

競
っ
た
後
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
優
勝
を
争
い
ま
し
た
。
個
人
戦

は
学
年
ご
と
に
分
か
れ
て
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
で
競
わ
れ
、
選
手
た
ち
は

頂
点
を
目
指
し
て
作
戦
を
練
り
な

が
ら
、
果
敢
に
相
手
を
攻
め
て
い

ま
し
た
。

　
畑
中
頼ら
い

空あ

君
（
伊
保
内
小
６
年
）

は
、「
団
体
戦
で
は
残
念
な
が
ら
負

け
て
し
ま
っ
た
。
相
撲
は
大
好
き

な
の
で
、
気
持
ち
を
強
く
持
っ
て

勝
て
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と

村
学
童
相
撲
大
会

20

土俵際で激しい投げの打ち合いを見せてくれました

20

力強いまなざしで相手に立ち向かっていました強い精神力を持って相手を攻める児童

22

闘
志
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
、
上
位
成
績
を
紹

介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
団
体
戦

①
江
刺
家
小
Ａ　

②
長
興
寺
小
Ａ

　
③
戸
田
小
Ａ

■
４
年
生
の
部

①
小
野
寺
汐し
お
ん音
（
長
興
寺
小
２
年
）

　
②
山
本
直
也
（
戸
田
小
）　
③
小

岩
瑛あ
さ
ひ（
伊
保
内
小
）

■
５
年
生
の
部

①
古
舘
愛
佳
（
長
興
寺
小
）　
②
落

安
隼
斗
（
伊
保
内
小
）　
③
野
辺
地

柊し
ゅ
う
ま真
（
江
刺
家
小
）

■
６
年
生
の
部

①
七
戸
和
人
（
江
刺
家
小
）　
②
秋

元
海
洲
（
同
）　
③
三
春
響
希
（
伊

保
内
小
）

■
三
賞

▽
敢
闘
賞　
石
川
涼
雅
（
江
刺
家

小
４
年
）　
▽
技
能
賞　
山
本
和
希

（
戸
田
小
５
年
）　

▽
殊
勲
賞　
坂

本
星き
ら
り凛
（
長
興
寺
小
６
年
）
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